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奄美南部におけるネズミとその寄生蠕虫類について

神谷正男鎮西弘佐女学

東京大学医科学研究所寄生虫研究部
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奄美地方における精細なネズミ及びネズミの内部寄生ｃ/α/、1961）を用い，頭節のみられないＨ)wzc"山がｓ

蠕虫類の調査は殆んどなく，ただ阿部ら（1960）によるｓｐ、については卵の形態を同定の補助手段として用いた．

南九州のネズミ糞線虫に関する研究，および川島ら（1９吸虫及び条虫は冷蔵庫に入れ，運動の停止後，圧平し，

65）による報告があるにすぎない．本調査は1966年10月ＡＦＡで固定し，Semichonのカーミン染色を行い永久

より11月の間に，本島南部の古仁屋及び与論島にて行っ標本とした．線虫はＡＦＡで固定し，ラクトフェノール

た．得られたＲａ""ｓ属83頭（ドプネズミＲａが"ｓ〃oγ‐で透徹して検索した．鉤頭虫の一部は吸虫，条虫と同じ

Ucgjc"ｓ３８頭，クマネズミＲａが"ｓγαﾉﾉ"ｓ４５頭）とア方法を用い－部は水道水中に入れて吻を突出させて，固

マミトゲネズミＴｏｈＭα/α０s伽c"ｓｉｓｌ頭について， 定後ラクトフェノールで透徹し観察した．

その寄生虫の調査を行った．その結果，１５属17種を記録
結果

し，そのうち本州ではみられない数種について検討を加

えた．１．捕鼠成績

ワナの場所，ワナの数，捕獲したネズミの種類と数に
材料及び方法

ついてＴａｂｌｅｌに示した．

市販されている生捕りかご（9×12×26ｃｍ）にサツマ 市街地，畑，山間部の順に捕獲率が低下し市街地では

イモをエサとして，１回の捕獲に100個を用い，計７回ドプネズミがクマネズミより優勢であり，野外ではクマ

の採集を行った．捕獲したネズミは今泉（1949）の方法ネズミの方が優勢を示した。捕獲したＲａが"ｓ属の外部

にしたがって体重，体長，尾長，耳の大きさ，毛色など 形態を,Ｔａｂｌｅ２に示した．またアマミトゲネズミＴｏﾉﾚﾙ

を記録して同定した．幼獣とか特徴のあきらかでないも。α/αＣｓ伽c"ｓｊｓｌ頭，雄で体重1029,頭胴長137ｍｍ

のはさらに頭骨の形態臼歯の特徴などを用いた．令の椎尾長114ｍｍであった．臼歯磨滅面積を令の推定の指標

定には右第１，２，３上臼歯の磨滅面積をその指標とした．とし，令構成を調べてTable3に示した．ドプネズミに

捕獲後24時間以内に開腹して検査するか，又は冷凍してついては老令個体が多く，若令のものは少ない，矢部ら

保存し腐敗を防いで後日検索した．全消化管,肺,肺動脈、（1967）が本州において示した，いわゆる「逆ピラミツ

心，肝，弩，膀胱を切り開き観察した．Ｓノァo"gyJoi`Ｃｓ ド型」の年令構成で，本調査時においては個体数の減少

sp・MPPosかo"gy/"ｓｓｐ・の検出には炉紙培養法（Sasaの時期であったことを示している．
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Table２ＭｅｓｕｒｅｍｅｎｔｓｏｆａｄｕｌｔＲα/ｍｓｏｎｔｈｅＡｍａｍｉＩｓｌａｎｄｓ

Taillength
（ｍ、）

Headandbody
length（ｍ、）乳,淫Molarwea｢(mm，)Myweight(9)Sex

162±６

(138-194）

176±１７

(132-216）
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141±１５

(116-187）

８８士１１
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１１０±１９

(75-182）
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４尺．〃〃Degjc〃ｓ

Ｒ．γα〃z０ｓ
Yoron

"α"α,Ｃ６ａｃﾉﾉﾉα/αはみられなかった．本州の１Ｍ/"ｓ

属に一般にみられる寄生虫のほかに，南方特有のもの，

すくなくとも本州以南と考えられるもの４種のうちＥ・

加”z""〃は本邦未記録，尺．ｃ山ＭＭＳ’は人体例一例

を記録するのみてある．

尺．/α"/，Ｇ・〃copms"c"〃はその種名で報告はない．

上記４種についてのべると次のごとくである．

Ｅ”αノツPﾙﾉ""ｚｗ"γ/"〃"zTubangui，１９３１

山下（1961）は本邦において同属の発見の可能性をの

べているが，いまだ記録されていない．古仁屋及び与論

島のクマネズミの幼獣３頭（摩滅面積は１．６ｍｍ2,3.0

ｍｍ２，４．８ｍｍ２体重はそれぞれ４０９，７８９，６６９）の小

腸上部に検出されたもので計72匹を得た．生鮮時の色は

灰色であるが，頭部はやや透明の白色で，腹側に轡曲し

ている．

本種は崩疎数において，Ｅｃｈｊ"0s/ollzago/ojAndoet

Ozaki，1923と同じであるが，体表の小鰊が腹側では体

の後方第２睾丸の位置にまで達し，背側では前部に限局

されていること，陰茎嚢が大きく腹吸盤の中程をこえて

位置していることで別種と考えた．（Photo､１）長さは，

3.4～5.1ｍｍ，巾0.3～1.0ｍｍ頭鰊は４５本で２列にな

らんでいる．腹葉部には左右各６本が２本づつ相接して

着生している．その他の各部の計測値を近種のそれと比

較し，Ｔａｂｌｅ６に示した．

Ｒａﾉﾉﾉﾉc〃"αｃｃ/c此"sｊｓ（Janicki，1902）

2．寄生虫の種類及び寄生状況

Ｒａｔｊ"ｓ属８３頭（Ｒａｌｆｊ"ｓ〃oγzﾉegjc"ｓ３８頭，Ｒａが"ｓ

γαが"ｓ４５頭）のうち５３頭は古仁屋周辺部で，３０頭は与

論島で捕獲したものである．蠕虫の感染の有無を，地域，

宿主，性別に示すと，Ｔａｂｌｅ４のごとくである．蠕虫類

に感染しているネズミの割合は与論島のものより古仁屋

のものの方が高い．宿主別にみると，古仁屋，おいては

ドプネズミのほうがクマネズミに比べて高いが，与論島

においては逆の傾向がみられた．」性別には，地域及び宿

主にかかわらず雄の方が雌より高い割合を示している．

次に寄生している蠕虫類の種類別にその陽性率をTable

５に示した．寄生種類数も古仁屋では17種であるのに対

して，与論島では13種でＲｃ山Mzsjs，Ｐ・加Ｍｓ，〃．
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Table５HelminthparasitesrecoveredinKoniyaandYoronand

positiverates（％）ｉｎｂｏｔｈｓｐｅｃｉｅｓｏｆｒａｔｓ
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Table6MorphologyofE”αγyP"j"”ノノocα〃勿加，Ｅ、ｇｗｃγγcγｏｊａｎｄＥ”αγyP/、uｿ〃
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53.5-81.9

0．３０

45

0.11-0.14

0.57-0.78／
0.18-0.21

83.5-93.6／
45.5-63.3

Sｉｚｅｏｆｏｆｅｇｇｓ（の

古仁屋の市街地のトブネズミに約22％感染しており，

クマネズミには低率に感染している．宿主の磨滅面積は

いづれも５～6ｍｍ２で老成熟のものであった．

本邦において，Ｒａﾉﾉﾙ〃"α属の条虫として報告され

ているものはすぐないが，同属と考えられるものに台湾

における明石（1915)，横川（1935）及び沖縄の石垣島

における山本ら（1960）による人体例が知られている，

ネズミ族では，宮崎（1946),川島ら（1965）によりそれ

ぞれ鹿児島，奄美でＲ・加皿agascαγｊｃ"sｉｓとして報告

されている．本属の種名の決定にはかなりの混乱がある．

今回著者が採集した標本の測定値（表７）を従来の報告

と比較し，またＢｅａｒ＆Sandars（1956）の意見に同意

してＲ・cc/cMzsjs(Janicki,1902）と同定した．（Potos、

２，３，４）

Rjc/"/αγ/α／α〃/Hoeppli，１９２９

本線虫は古仁屋及び与論島で捕獲したドブネズミ３頭，

Ｐ
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Ｔａｂｌｅ７ＡｃｏｍｐａｒｉｏｎｏｆＲａﾉﾉﾉﾉc〃"ａ（尺.）ｃ小6e"ｓｊｓｗｉｔｈｔｈｅＲ．（尺.）ｓｐ・
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＋
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Ｍｉｙａｋｏｌｓ Ａｍａｍｉｌｓ．Locality Ｈａｎｏｉ

●

Table8MorphologyofRjcm/αγ/αaccordingtodifferentauthors

Species

Locality

Collector

Date

No・ｏｆＦｅｍａｌｅｗｏｒｍｓ
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Size

Ｒ・ｍｗｉ

ＡＭＯＹ

Ｈｏｅｐｐｌｉ

ｌ９２９

５

(0）

18.5-28×

０．６－０．７ｍｍ

0.04-0.05

尺．/α〃／

ＣＡＮＴＯＮ

Ｃｈｅｎ

ｌ９３６

３

(1)

尺．／α〃ｊ

ＧＵＡＭ

Ｌｉｎｄｑｕｉｓｔ

ｌ９５５

１７

(2)

Ｒ、ｚＭαγ/o〃ｊ

ＭＡＮＩＬＡ

Ｔｕｂａｎｇｕｉ

ｌ９３１

？

(0）

尺．／α〃ｊ

ＡＭＡＭＩ

Ｐｒｅｓｅｎｔａｕｔｈｏｒ

ｌ９６６

１０

（0）

２０×

０．６７ｍｍ

０．０５

18-36× 25-33×

0.5-0.9ｍｍ0.65-0.90ｍｍ

０．０４８－０．０７０．０５－０．０７×

0.06-0.08

33

4.1-6.2３．５－４．６

０．３４－０．４５０．３０－０．３４

ｉｎｆｒｏｎｔｏｆ

３､6-5.2 post，ｅｎｄｏｆ
ｅｓｏｐｈａｇｕｓ

４０－４３42-43

50-5347-50

ａｔｌｅｖｅｌｏｆａｎｕｓｂｅｈｉｎｄａｎｕｓ

Ｏ､19-0.260.215-0.270

0.038-0.045×0.044-0.048×

0.026-0.032０．０３４

25-40×

0.76-0.91ｍｍ

0.04-0.05×

０．０４－０．０８

3

4.1-5.0

0.30-0.33

BuccalCavity

Teeth（No.）

Ｅｓｏｐｈａｇｕｓ

Ｎｅｖｅｒｉｎｇｆｒｏｍａｎｔ・ｔｉｐ

3

3.8-4.3

0.3-0.4

３

４．４

０．３２４

Ｖｕｌｖａｆｒｏｍａｎｔ、ｔｉｐ ３．５－４．４ ４．２ 4.4

Prevulvalcombs（pairs）

Postvulvalcombs（pairs）

Ｌａｓｔｐａｉｒｏｆｃｏｍｂｓ

Ｔａｉｌ

Ｅｇｇｓ

41-42

50-51

ａｔｌｅｖｅｌｏｆａｎｕｓ

Ｏ､２－０．２５

０．０３－０．０４

43-45

50-51

ｂｅｈｉｎｄａｎｕｓ

Ｏ､274

0.042×０．２７

42-45

47-50

ｂｅｈｉｎｄａｎｕｓ

Ｏ､25-0.27

0.030-0.050×

0.028-0.040･

クマネズミ４頭の小腸上部と一部は胃より見出されたも

ので，雌虫のみで10匹のうちで２匹は未成熟であった．

従来Ｒ/ｃＭＭａ属については宮田（1960）が神戸の

外国航路船舶より見出し，ＲＭαγ/o"ノと同定した報

告が我が国では最初で唯一のものであるが，虫体の記載

などの詳細については何もふれていない．Hoeppli（19

29）による原記載及びその後の報告にみられる各部の計

測値，特徴を比較して今回得られた虫体をＲ・ｊｃＩｗｊと

同定した．別種とされていたＲｚＭαγ/0"ｊについても

同時に比較して，表８に表示した．その結果，本標本の

計測値はHoeppli（1929)，Ｃｈｅｎ（1936)，Lindquist

(1954）等で報告している尺．／α"ノに，またTubangui

(1931）が新種として報告しているＲ・畑αγ110"ノとも一

致した．Tubangui（1931）がフィリピンのＲａｔｍｓ属

のネズミに見出したＲｚＭαγ/o"ノについての記載は雌

虫についてのみ行なわれたもので，Ｒ２ｃ/zα（o"ノと尺．

（７７）
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tα"ｊとの唯一のはっきりしたちがいはＲ・ｚｃ"αγｔｏ"ｊは

頚部にクチクラの拡張した突起を認められることにある．

Hoeppli（1929）のＡｍｏｙ，Ｃｈｅｎ（1936）のCanton

及びLindquist（1955）のＧｕａｍにおける調査報告に

みられた尺．/α"/の寄生例にも頭部のクチクラの拡張

はみあたらない．今回の奄美大島で採集したものの中に

同一の宿主より頚部のクチクラの拡張のないRtaniに

相当するもの（Photo､８）と，クチクラの拡張のある，

Ｒ肌α/o"ｊに相当すると考えられるもの（Photo､７）

を得た．ここでは原記載にしたがってＲ/α"/と同定し

た．（Photos､５，６，７，８，９）

ＣＯ"gy〃"c〃α〃COP/αｓｊｊｃ勿加（FibigeretDitlevsen，

1914）

古仁屋のドブネズミに37％と高い陽'性率を示し老令に

したがって陽性率は高くなる傾向があった．寄生部位は

食道の粘膜である．

Ｒａ""ｓ属に寄生したＣＯ"gy/o"c〃α属のものは宮崎

(1946）のＣＯ"gy/o"c籾(７０γｊｃ"/α/cYokogawa，1925を

最初とするが，Yokogawa（1925）はＧ〃COP〃s"c"”

とＧＭＣ"ノルとの間に体長，食道長，交接刺の長さ，

感染後より成熟するまでの期間等に差があることを認め

ている．Seurat（1916)，Baylis（1925）はSynonym

の可能性をのべている．Baylis（1925）はさらにＧ

"copJasﾉﾉc"”がＧ〃/c"γ"加に近似しているとのべて

いるがTubangui（1931）はこれを否定して宿主への感

受性の違うことをのべている．ここでは形態的特徴より，

得られた標本をＧ、〃coPmsZjc勿加と同定した．

その他本州で一般にみとめられる，MPPos〃ogy/"s

sp、についてはⅣ.'"Ｍｓと１V.bγａｓノル"sｉｓとの異同

が論じられている．得られた虫体は交接裏が非相称な点，

背肋の先端における分岐が著名でない点，全体の大きさ

などからはＺﾙﾉjgWoosom"腕６γCJSﾉﾉﾉc"seTravassos，

１９１４の記述よりもＨｂ/jgwzosow"〃ｗＭｓＹｏｋｏｇａｗａ

ｌ９２０に近いものである．しかしTravassos（1921）は

模式標本を再検討した結果，原著の記載のあやまりを認

め，Ｈｂγａｓｊ"c"Ｓｃの形態はＨ､伽"γｊｓ同一であると

して再記載して訂正した．ここではTravassos（1921,

1937）に同意して．Ⅳ.bγzzsj此"sｉｓ（Travassos，1914）

とした．

鉤頭虫の一種，ＭＭｊ/i/Ｍ）ｚｊｓについてはＶａｎＣ１‐

ｅａｖｅ（1953）にしたがってＭｗｏ"ﾉﾉﾉl/Ｍ,C/Sとしたが本

邦においてはＭ伽Ｍ`ｓとする研究者が多く，いまだ

異論がたえない．

考察

奄美地方のＲａが"ｓ属の調査の結果，野外にクマネズ

ミが優勢を示していた．この事は本州ではみられないこ

とである．

奄美におけるネズミ寄生虫の種類及びその陽性率は従

来の本州におけるネズミ内部寄生虫の調査成績よりもフ

ィリッピンにおけるTubangui（1931）の調査成績に近

似している．野外のネズミの種の構成とあわせ考え，奄

美のネズミの分布とその寄生虫は熱帯地の様相を呈して

いる．

Ｅ・加"γz〃勿加，Ｒ・ｃｃ/e6C"sjs，尺．／α〃/，Ｇ、〃c”/α－

s"c"池の４種は本州にみとめられず，宮崎（1964）は

Ｇ、ｏｸﾞﾉc"/α/P，尺．〃zα伽gascMe"sｉｓ，を鹿児島にみと

めているがその他の報告はない．雌虫のみによって命名

されたＲ・ノα"ｊとＲ・ｚＭａｸﾞﾉ0"/とは本研究において

同一種の可能性が考えられるが，雄虫は採集できなかっ

たしＲ/α"/の雄虫に関する報告もないので，それ以

上の検討は出来なかった．本属雄虫の記録はＣｈｅｎ（19

36）による１匹とLindquist（1955）による２匹にすぎ

ないが，両者の各部の記載はいちじるしく異り，同一種

とは考えられない．

広汎にわたるＡ"gjos〃0"gy/"Ｓｃα"to"e"ｓｊｓの探索

にもかかわらず，本調査において記録されなかったこと

は興味深い．Nishimura（1966）は沖縄本島南部に高い

陽性率を報告し，北部には認められていない．今回の調

査ではネズミに親虫をみとめることもなく，さらに古仁

屋において中間宿主であるアフリカマイマイＡＣﾉﾉα伽α

ｍ"cα約600個をペプシン消化して幼虫の検出を試みた

がすべて陰性であった．A1icata（1966）は本線虫の分布

とアフリカマイマイの分布とは一致するというが，奄美

では状況が異なり，アフリカマイマイが土着しているに

もかかわらず本線虫はみとめられなかった．西村(1964)，

川島ら（1965）による奄美における調査でも同様の結果

を得ている．本線虫の北限界は沖縄北部か奄美大島の近

くにあると推定される．

"

◇

公

の

まとめ

1966年10月より１１月の１ヶ月間，奄美大島南部の古仁

屋周辺および与論島において，ネズミとその内部寄生蠕

虫の調査を行った結果，次のことがあきらかになった．

１）採集したネズミはドブネズミ38頭（雄14,雌24)，

クマネズミ４５頭（雄21,雌24),アマミトゲネズミ雄１頭，

（７８）
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合計84頭であった．捕獲率は市街地，畑，山間部のlllHに

さがり，野外ではクマネズミがドブネズミより優勢を示

していた．

２）捕獲されたドブネズミ群の年令構成は老令に多く，

若令にすぐない，いわゆる「逆ピラミッド型」であった．

３）検出された寄生虫は吸虫２種，Ezz｣Ｍｄﾉ，ﾉｚｊ"〃

"z"γz""”,Ｐ/αg/oγcﾉｶﾉＳｍ"γｊｓ,条虫４種，Hjwzc"o化ｐｊｓ

ｄｊ"/〃〃/α，Ｈ・〃α〃α，Ｒａﾉﾉﾉﾉc〃"αｃｃ/c6c〃sjs，Ｔ〔zc〃/α

/αc"/αβ/10γ伽s，線虫10種，Ｓ/'0"gymjdCsγα/が，ＮｊＰ‐

Postγo"gy/"ｓ６γａｓﾉﾉﾉc"sjs，ＣａＰﾉﾉﾉαγｊａ６ａｃﾉﾉﾉα/α，Ｃ・

ん”α/jca，Ｔｸﾞﾉc〃"γｉｓ加"ｸﾞﾉs，Ｔｒｊｃ肋so加伽ﾉＣｓｃγａｓ‐

ｓｊｃａＭａ，Ｒｊｃ/Ｍｚｸﾞﾉα／α〃/,ＣＯ"gy/o"ｃｗａ〃COP/ａｓ/ｊｃ"〃，

ＨセノｃＭｂｊｓｓ〃ｗｏｓａ，SyP〃ｃｊａｗＭｓ，鉤頭虫１種，

ＭＤ"ﾉﾉj/Ｍ）zｉｓ〃zoMi/10γ〃s，合計15属17穂であった．

そのうち13種は本州でみられる一般的なものである．本

州にみられない４種のうちＥ・加”z""'〃は本邦未記録

の吸虫，Ｒ・ｃｃ化6C"sｉｓは沖縄宮古島に人体例１例の報

告がある．Ｇ、〃COP/αsjjc""z，Ｒ/α"ｊはその種名で報

告はない．Ｒ、/α"/と同属であるＲ、加加γ/o"/の特徴

である頭部の拡張物を認める虫体を得た．

４）広汎にわたるＡ"gj0s〃o"gy/"Ｓｃα"/o"c"sjsの

探索にもかかわらず険出れなかった．

以上の成績より調査地のネズミの分布とその寄生虫は

本州のそれよりも東南アジアにおいてTubangui(1931）

等が報告している様相に近似している．

稿を終えるにあたり，ご指導をいただいた東京大学医

科学研究所獣医学研究部の田嶋嘉雄教授，寄生虫研究部

の田中寛助教授ならびに神奈川県衞生研究所，衞龍動物

科の矢部辰男氏，中外製薬綜合研究所福井正信博士に感

謝いたします．また，調査地においてご協力をいただい

た東京大学医科学研究所奄美病害動物研究施設の川)|:ｌｌｌＥｊ

志講師，元丼`悦郎，昇善久両氏，鹿児島県大島郡与論崎

中学校の阿野三男氏に感謝いたします．

なお本論文の要旨は第27回日本寄生虫学会東日本大会

で発衣した．
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j Abstract :

A SURVEY ON HELMINTH PARASITES OF RATS IN SOUTHERN AMAMI, JAPAN

Masao KAMIYA, Hiroshi CHINZEI and Manabu SASA

{Department of Parasitology, the Institute of Medical Science,

the University of Tokyo, Japan)

Little has been known on the helminth parasites of rats on the Amami Is., except for

a few reports on Strongyloides ratti by Abe et al. (1960) and common helminths of rats

by Kawashima et al. (1965). In order to determine the helminth fauna of rats on the

Amami Is., the survey was made in Oct. and Nov. 1966 in southern parts of Amami

Oshima and Yoron Island. Altogether eighty four rats (38 Rattus norvegicus, 45 Rattus

rattus, 1 Tokudaia oshimensis) were collected. R. rattus was more dominant than R.

norvegicus in the rural areas, while the relation was the reverse in urban areas. The

age structure was estimated by using toothwear. A large proportin of adult rats was

observed. The rats were collected with alive traps, then dissected and examined. Their

feces were also examined by direct smear and test-tube culture method.

The following seventeen species belonging to fifteen genera were recovered. Trematoda

Eupryphium murinum, Plagiorchis muris, Cestode Hymenolepis diminuta, H. nana, Raillietina

celebensis, Taenia taeniaeformis, Nematoda Strongyloides ratti, Nippostrongylus brasiliensis,

Capillaria bacillata, C. hepatica, Trichuris muris, Trichosomoides crassicauda, Rictularia

tani, Gongylonema neoplasticum, Heterakis spumosa, Syphacia muris, Acanthocephala

Moniliformis moniliformis. Among them, E. murinum, G. neoplasticum and R. tani were

the first records in Japan. R. celebensis was reported from a man in Ryukyu Is. by

Yamamoto et al. (1960), but was commonly found in rats from urban areas of Koniya,

Amami Oshima. Angiostrongylus cantonensis was found neither in rats nor in the snail,

Achaiina fulica at this survey. The latter was found to be widely distributed in the Amami

Is.

The helminth fauna of rats observed in this survey was more closely related to that

reported by Tubangui (1931) from the Phillipines than that from the mainland of Japan.
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